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● アライナー矯正は，従来の矯正法とは異なった特徴があ
り，正しい知識とスキルがないとさまざまなトラブル・
失敗を招きます．

● 本書ではアライナー矯正に関連する知識や経験を整理
し，失敗のメカニズムと効率的なリカバリー方法を体系
化しました．

● 失敗のパターンを理解することで，患者の要望に応えた
適切な治療が行えます．

アライナー矯正における
失敗の原因とリカバリーの方法を

ビジュアルに解説！
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リンガルブラケット矯正の技術革新を
余すところなく紹介！
リンガルブラケット矯正の基礎理論を十分理解し，
さらなるグレードアップをめざすための最新解説書．

「歯科矯正用アンカースクリュー」を
矯正歯科臨床に活用するための実践ガイド！

リンガルブラケット矯正の臨床 症例でわかる
歯科矯正用
アンカースクリュー活用術

関連書籍のご案内
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アライナー矯正　リカバリーの実際
Case 1 �部分矯正を行ったが歯軸の制御が困

難であった抜歯症例
Case 2 �アライナー治療中に咬合位に関する

不定愁訴を生じた例
Case 3 �上顎臼歯部の近心移動を必要として

歯軸傾斜の制御が困難となった症例
Case 4 �抜歯スペースの閉鎖にともない臼歯

部が傾斜し咬合しなくなった症例
Case 5 �片側の臼歯部咬合関係の改善に苦労

した抜歯症例
Case 6 �鋏状咬合の改善にブラケットと交叉

ゴムを併用した症例
Case 7 �前歯部の叢生と 7 の埋伏を部分矯正

の併用により非抜歯で治療した症例
Case 8 �上下顎前突の抜歯治療におけるアラ

イナー単独でのリカバリー症例
Case 9 �下顎前歯部の重度叢生改善時に起

こった歯肉退縮に対してリカバリー
を試みた症例

Case 10 �アライナー治療中に歯根露出が発生
した上顎犬歯低位唇側転位症例

Case 11 �ボーイングエフェクトにより臼歯部の
開咬が発生した上下顎小臼歯抜歯症
例

Case 12 �片側のみの臼歯部近心移動を必要と
して部分矯正を併用し治療が長期化
した症例

Case 13 �アンカースクリューの併用により前突
感の改善を試みたが長期間を要して
しまった非抜歯症例

Case 14 �前歯部のバイトコントロールに苦慮し
た症例

Case 15 �前歯部のバイトコントロールに長期
間を要した症例

Case 16 �下顎劣成長の骨格性・Ⅱ級，オーバー
ジェットが大きく過蓋咬合の患者で
7 萌出中に咬合干渉が起きた症例

Case 17 �アライナー治療前にマルチブラケット
でレベリングを行ったことにより難
易度が上がってしまった症例

Case 18 �拡大装置による治療で問題が生じア
ライナーでリカバリーを行った症例

Case 19 �臼歯部の垂直的なコントロールに苦
慮した症例

Case 20 �クレンチングとブラキシズムを有する
軽度叢生の臼歯部離開をリカバリー
した症例

Case 21 �混合歯列期後期から側方歯開咬の治

療を開始した長期発育管理症例
Case 22 �上顎の著しい叢生を伴う下顎後退の

患者への治療で 5 近心傾斜が改善
しなかった症例

Case 23 �アライナー治療により臼歯部の開咬
を招いた症例

Case 24 �歯列の側方拡大に注意を要した鋏状
咬合症例

Case 25 �アライナー治療中に下顎位の大きな
変化を生じた症例

Case 26 �治療途中で咬合が不安定になった小
臼歯抜歯症例

Case 27 �重度の捻転の改善に時間を要した症
例

Case 28 �小臼歯の捻転改善に苦慮した上顎前
突片顎抜歯症例

Case 29 �叢生，過蓋咬合の患者で，7 を抜歯
し 8 を近心移動したことにより治療
を困難にした症例

Case 30 �顎変形の外科的な改善が不十分で
あった症例

Case 31 �長期のマルチブラケット治療から患
者の希望によりアライナーでリカバ
リーした症例
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アライナー矯正　トラブルを避けるためのポイント
1��アライナー矯正における移動の様相の特徴とチェックポイント  2��臨床上の難易度判別
Part�1

Part�2


